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{背景・ 8的}鯨大総胞神経内分泌勝畿l.ru:gecell neuroendo-
crine carcinoma (LCNEC) は 1999~手に WHO のßí!iB重務総織分
類(第3版)に方fIえられた大織穂織の新しいー毅であるが，そ
の生物学的特性は神経内分協学的性質を持つことで，いわゆ
る小細胞織のそれと非常に類私している.i蒋者の摺でどのよ
うな生物学的遊興が見られるのかについて多くの研究が進め
られているが，現寂までに有意な義を示した報告は少ない.そ
こで我々は問者の関で発現選伝子の差異的解析を行い， SCLC 
に比して LCNECに特鍛的に溺発浸する遺伝子を綿織的に解
析した. [材料・方法JmHNAの描出こは，典型的なLCNEC
の手術症例の凍結組織議本と，対照として SCLC細胞株 (LU'
139) を舟いた e 以~NEC の縫議総総は，組織機本中より laser
microdi路ectionsystem AS LMD (Leica Microsystems K 孔〉
を使用して躍的厳重喜領域のみを選択的に採取した，各々から
撤出したJuHNAはTALPAT法 (Ao主婦1.l(etatおBRC.300:
915，2003)を用いて各遺伝子の発表最比を保ったまま大金増
鱗(不死化)じ，さらに Supprèss~onSubtractive Hybridization 
(8針。法により LCNEC経例で特警史的に高発現する cDNA
ライブラリーを作製した.このライブラワーより TALPAT
cDNAをプロ}ブとして潟いて定量的にスクリーニングし，
lCNECにおいて SGLOよりも発現がえ;迭していたクローン
を選出した，これらをシークエンス解析して遺伝子をi湾建し
た.[結果1881・1法で作製したライブラリーから 437鑓のク
ローンをf等た.この内 176クローンをスクリーニングし，
1CNECにおいて SCLCよりも発現充進の見られた88クロー
ンを得た.これらの内， 53クローンはミトコンドリアの龍子
紙連系を構成する 5遺{託子， 12クローンはリポソームのサブ
ユニット 2遺伝子， 2クローンは免疫グロプリン l遺伝子，そ
の他lクロ}ンがイオンチャンネルの制f却に関与すると推理4
されている遺伝子(neurona倫t;NNA'lつであった.また.cDNA
断片i湾士がキメラ構造を影成したクローンが 16クローンあ
り，その内の3クローシにはそれぞれ異なる機能未知の open
reading-frameが合まれていた，
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